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磁場を用いた構造物性研究 

-磁場誘起相転移現象を中心に- 
 

若林裕助・阪大基礎工 

 
実験組織：東北大(有馬 G，野田 G，岩佐 G)，広島大(松村 G)，群馬大(伊藤 G), 

大阪大(木村 G)，東大(十倉 G)，慶大(下村 G) 

実験ステーション：BL-3A, 4C, 8B 
 
本課題は，BL-3A に設置した大型二軸回折計と SGU ビームラインの性

能の組み合わせによって，強い磁場の下での構造物性研究を推進するこ

とを目的としている。今年度は既存の液体 He を利用した鉛直磁場型マグ

ネットに加え，無冷媒型マグネットの利用も開始した。 
これらの装置の組み合わせによって，近年注目されている強磁性と誘電

性が共存したマルチフェロイックな物質の研究を中心に多くの成果が上

がっている。特徴的なのは，磁場印加実験によってドメイン制御が可能

であることがわかった DyVO4について，BL-8B の IP 回折計を用いてド

メイン制御条件下での単結晶構造解析に成功した，という成果である。 
それ以外の今年度の代表的な成果は以下の通り： 
1) マルチフェロイックな RMnO3 の分極の磁場フリップ現象の起源 
2) PCMOn/LSMO10-n/LSAT(011)超格子薄膜における電荷軌道秩序と磁

場効果 
3) スクッテルダイトPr(Ru1-xRhx)4P12の金属-非金属転移における超格子

構造 
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